
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者による評価 

 

Ａ環境面 

・改修され良くなった 

 専門性は適切だが配置数がわからない 

 

Ｂ児童への支援内容 

・様々な活動プログラムがある 

・子どもが通うことを楽しみにしている 

 

Ｃ事業所からの情報発信 

・保護者会があまりない 

・保護者同士の連携はほぼない 

 

Ｄ非常対応 

・詳しくはわからない 

 

【共通点】 

プログラムの療育的意味を保護者に理解してもらっている 

家庭への連絡を一斉ＬＩＮＥにしたので効率が良い。また保護者からも連絡しやすい。 

改修したことで環境面がよくなった 

コロナ禍で難しいが保護者会を開催したい 

 

【相違点】 

職員の配置数について周知されていない 

 

 

Ａ環境面 

・改装工事を行い、手洗い場やトイレが活動スペー

スから近くなった 

 

Ｂ児童への支援内容 

・プログラムの提供方法を週間から曜日ごとに変

えたことで同じ週に同一のプログラムを経験す

ることが減り、新鮮味を持たせること出来てい

る 

・常に新しい工夫を取 

り入れたい 

 

Ｃ関係機関との連携 

・職員研修を定期的にやりたい。 

・こども支援部会に参加している 

  

 

Ｄ保護者への説明責任・信頼関係 

・トラブルや、その日の様子で連絡すべきことは、 

連絡帳や送迎時の会話などで伝えるようにして 

いる。またあとから児発管が電話をしている 

・個人面談は定期的に実施している他、随時相談に 

も乗っている 

 

Ｅ非常対応 

・様々な場面を想定して、火災、地震、不審者訓練 

を定期的に行っている 

 

事業所内での分析 

職員による自己評価 

事業所自己評価シート（星の広場）         2022 年 3 月現在       



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

事業所名  放課後等デイサービス 星の広場 

担当者   今野隆    

 

 

 

① について 

定期的に職員紹介を更新、配布していく 

② について 

アンケートなどを取り、保護者の知りたがっているニーズに応えられる保護者会を開催する。 

  Zoom などのツールを利用し、感染予防にもつとめた形で開催していく 

③ について 

 非常災害時の対応について、避難訓練を実施する際に改めて家庭にも伝えていく 

～自己評価を行っての事業所としての感想など～ 

ありがたいことに今年度も保護者・利用者の満足度は高めで、年度の変わり目には利用を増やしたいとの

声が多く、改修工事をしたことで、利用者にとってより過ごしやすい環境になった。職員側もトイレ誘導な

どの負担が減り、支援に集中しやすくなっている。保護者会の開催が出来ていないので、zoom などを活用し

定期的に療育や進路にまつわる情報を発信していきたい。 

 

・プログラムの多様さ 

・送迎の台数、運転手が多いのであまり待たせ 

ず短時間で往復できる（無線を使用している 

ので臨機応変に対応） 

・家庭への連絡の速さ 

・活動報告が迅速 

 

① 職員配置の周知 

③ 地域との連携 

③ 非常災害時対応の周知 

分析・検討してみて… 

事業所の強み 事業所の改善点 

事業所の改善への取り組み 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


